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(百万円未満切捨て)

１．2023年２月期第３四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 2,645 4.7 △36 ― △38 ― △44 ―

2022年２月期第３四半期 2,525 △8.7 59 △77.0 58 △77.3 34 △78.6
(注) 包括利益 2023年２月期第３四半期 △44百万円( ―％) 2022年２月期第３四半期 34百万円(△78.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第３四半期 △3.17 ―

2022年２月期第３四半期 2.43 ―
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 3,764 2,748 73.0

2022年２月期 3,756 2,857 76.1
(参考) 自己資本 2023年２月期第３四半期 2,748百万円 2022年２月期 2,857百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年２月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

2023年２月期 ― 0.00 ―

2023年２月期(予想) 5.00 5.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,000 10.6 0 △100 0 △100 0 ― 0.00
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年２月期３Ｑ 14,037,000株 2022年２月期 14,037,000株

② 期末自己株式数 2023年２月期３Ｑ 7,296株 2022年２月期 12,296株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期３Ｑ 14,020,468株 2022年２月期３Ｑ 14,008,231株

　　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご利用
にあたっての注意事項については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、活動制限の緩和

により消費活動が徐々に正常化に向かう一方、ロシア・ウクライナ情勢に起因する世界的なエネルギー価格の高騰

や急激な円安による為替相場の変動など、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような環境の中、当社グループは、「ファッションにエンタテイメントを」を理念とし、オリジナルバッ

グ・財布等の提供を通じて「お客様に非日常のワクワク感を提供すること」を目指し、引続き販売促進費への投資

やＳＮＳ活動の強化等を行っております。また、店舗とECのOMOを実現し、当社が展開する各ブランド価値の更なる

向上、顧客サービスの強化、売上及び利益の一層の拡大を図るべく、ATAO（アタオ）、IANNE（イアンヌ）、ILEMER

（イルメール）、StrawberryMe（ストロベリーミー）、Atelier Atao（アトリエアタオ）のオンラインサイトが集

積したモール型の新ECサイト「ATAOLAND＋（アタオランドプラス）」を2022年５月にオープンし、同年８月以降に

同ECサイトに係るプロモーションを本格化しております。加えて、キャラクターブランドであるILEMERのブランド

価値向上のための投資を継続し、サプライズ・ハッピードールの関連商品等の拡充を図るとともに、新たに玩具類

及びオリジナル スイーツに関する同ブランドのライセンス商品の展開を開始しております。

その結果、当第３四半期連結累計期間の販売業態別の売上高は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う影

響の低減等により店舗販売が1,213,252千円（前年同四半期比22.3％増）となりました。また、収益認識会計基準等

の適用等の影響があった一方、ATAOLAND＋への移行に伴う旧ECサイトに係る販売促進費のコントロールや前第３四

半期連結累計期間に実施したILEMERブランドに係るTVCMを含むプロモーションの反動減等によりインターネット販

売が1,391,009千円（同5.7％減）となりました。

以上により、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高が2,645,265千円（前年同四半期比4.7％増）となり、

ILEMERブランドに係る販売促進費のコントロール等を行った一方、ATAOLAND＋への移行や年末商戦に向けたプロモ

ーションの強化等による販売促進費の投資を行った結果、営業損失36,798千円(前年同四半期は営業利益59,313千

円)、経常損失38,080千円(前年同四半期は経常利益58,201千円)、親会社株主に帰属する四半期純損失44,492千円

(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益34,010千円)となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期

首から適用しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に

関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産については、総資産は3,764,454千円であり、前連結会計年度末と比較して

7,467千円増加しております。主な増加要因は、商品が258,693千円増加したことであります。

負債につきましては、負債合計は1,015,743千円であり、前連結会計年度末と比較して116,083千円増加してお

ります。主な増加要因は、買掛金が62,853千円増加したことであります。

純資産は2,748,710千円であり、前連結会計年度末と比較して108,615千円減少しております。主な減少要因は、

利益剰余金が114,615千円減少したことであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年２月期の連結業績予想につきましては、2022年４月13日に公表いたしました業績予想から変更点はあり

ません。なお、当連結会計年度の期首から「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31

日）等を適用しており、前連結会計年度については、同基準等を遡及適用しておりませんが、重要な影響はない

ものと判断しております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,116,151 1,835,129

売掛金 407,290 156,228

商品 499,742 758,436

その他 69,406 227,499

流動資産合計 3,092,591 2,977,294

固定資産

有形固定資産 160,978 310,782

無形固定資産 3,562 8,487

投資その他の資産 499,853 467,888

固定資産合計 664,395 787,159

資産合計 3,756,986 3,764,454

負債の部

流動負債

買掛金 49,316 112,170

１年内返済予定の長期借入金 211,637 202,662

未払法人税等 12,156 ―

賞与引当金 ― 15,089

ポイント引当金 23,551 1,563

その他 116,771 327,305

流動負債合計 413,433 658,790

固定負債

長期借入金 441,440 290,000

退職給付に係る負債 19,550 22,263

資産除去債務 25,236 44,689

固定負債合計 486,226 356,952

負債合計 899,660 1,015,743

純資産の部

株主資本

資本金 398,961 398,961

資本剰余金 388,961 394,699

利益剰余金 2,069,740 1,955,125

自己株式 △338 △76

株主資本合計 2,857,326 2,748,710

純資産合計 2,857,326 2,748,710

負債純資産合計 3,756,986 3,764,454
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

売上高 2,525,873 2,645,265

売上原価 930,040 797,562

売上総利益 1,595,832 1,847,703

販売費及び一般管理費

販売促進費 567,574 580,359

販売手数料 ― 372,494

支払手数料 247,401 183,495

その他 721,542 748,152

販売費及び一般管理費合計 1,536,518 1,884,501

営業利益又は営業損失（△） 59,313 △36,798

営業外収益

受取家賃 720 420

法人税等還付加算金 570 ―

その他 105 96

営業外収益合計 1,395 516

営業外費用

支払利息 2,507 1,799

営業外費用合計 2,507 1,799

経常利益又は経常損失（△） 58,201 △38,080

特別利益

投資有価証券売却益 2,723 ―

助成金収入 10,362 2,445

特別利益合計 13,085 2,445

特別損失

店舗休業損失 9,801 ―

固定資産除却損 ― 70

特別損失合計 9,801 70

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

61,485 △35,704

法人税、住民税及び事業税 37,804 7,541

法人税等調整額 △10,329 1,246

法人税等合計 27,474 8,787

四半期純利益又は四半期純損失（△） 34,010 △44,492

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

34,010 △44,492
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 34,010 △44,492

四半期包括利益 34,010 △44,492

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 34,010 △44,492

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会計基準等の適

用による主な変更点は、以下のとおりであります。

　①本人取引に係る収益認識

当社グループの取引先の一部である百貨店及びインターネット販売に係る株式会社デジサーチアンドアドバタイ

ジングに対する消化卸方式に基づく収益については、従来は卸売先から受け取る対価の額を収益として認識してお

りましたが、顧客への財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、一般顧客に対する

販売価額を収益として認識する方法に変更しております。

　②自社ポイント制度に係る収益認識

当社グループにおいては、独自のポイント制度を導入しており、顧客に対して当社商品の購入等に応じてポイン

トを付与しております。従来は付与したポイントの利用に備えるため、将来利用されると見込まれる額をポイント

引当金として計上しておりましたが、付与したポイントを履行義務として識別し、取引価格の配分を行い、契約負

債として流動負債の「その他」に計上する方法に変更しております。なお、ポイントの付与による履行義務は、ポ

イント利用に応じて充足されると判断して収益を認識しております。また、従来はポイント引当金繰入額を販売費

及び一般管理費として計上しておりましたが、売上高から控除する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が369,800千円増加するとともに、販売費及び一般管理費が同額

増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期

首残高に与える影響はありません。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用しております。なお、この適用による四半期連結財務諸表への影響は

ありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会

計上の見積りについて、重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年３月１日 至 2021年11月30日)

当社グループの事業セグメントは、ファッションブランドビジネス事業のみの単一セグメントであるため、記載を

省略しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年３月１日 至 2022年11月30日)

当社グループの事業セグメントは、ファッションブランドビジネス事業のみの単一セグメントであるため、記載を

省略しております。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


